
市
町
村
長
は
、
３
で
述
べ
た
方
法
等
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
や
住
民
等
か
ら
提
供
を
受
け
た
情
報
等
に
基

づ
き
、
あ
る
空
家
等
が
管
理
不
全
空
家
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
早
期
に
指
導
等
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

市
町
村
長
は
、
３
で
述
べ
た
方
法
等
に
よ
り
把
握
し
た
情
報
や
住
民
等
か
ら
提
供
を
受
け
た
情
報
等
に
基

づ
き
、
あ
る
空
家
等
が
管
理
不
全
空
家
等
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
早
期
に
指
導
等
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
法
に
基
づ
く
指
導
等
の
方
法
の
ほ
か
、
所
有
者
等
が
不
明
で
あ
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
法
第
十
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
相
続
財
産
清
算
制
度
や
、
不
在
者
財

産
管
理
制
度
、
所
有
者
不
明
建
物
管
理
制
度
、
管
理
不
全
建
物
管
理
制
度
、
管
理
不
全
土
地
管
理
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
固
定
資
産
税
の
滞
納
が
あ
り
市
町
村
が
債
権
を
有
し
て
い
る
な
ど
、

利
害
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
ら
ず
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
害
関
係
人
と
し

て
相
続
財
産
清
算
人
等
の
選
任
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
相
続
財
産
清
算
制
度
や
不

在
者
財
産
管
理
制
度
、
所
有
者
不
明
建
物
管
理
制
度
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
管
理
不
全
空
家
等
か
否
か
に
関
係
な
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
相
続
放
棄
さ
れ
て

い
た
り
、
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
空
家
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
管
理
不

全
空
家
等
と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
た
め
、
早
期
に
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

ま
た
、
法
に
基
づ
く
指
導
等
の
方
法
の
ほ
か
、
所
有
者
等
が
不
明
で
あ
る
な
ど
の
場
合
に
は
、
法
第
十
四

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
相
続
財
産
清
算
制
度
や
、
不
在
者
財

産
管
理
制
度
、
所
有
者
不
明
建
物
管
理
制
度
、
管
理
不
全
建
物
管
理
制
度
、
管
理
不
全
土
地
管
理
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
固
定
資
産
税
の
滞
納
が
あ
り
市
町
村
が
債
権
を
有
し
て
い
る
な
ど
、

利
害
関
係
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
ら
ず
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
利
害
関
係
人
と
し

て
財
産
管
理
人
の
選
任
を
請
求
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
相
続
財
産
清
算
制
度
や
不
在
者
財

産
管
理
制
度
、
所
有
者
不
明
建
物
管
理
制
度
は
、
空
家
等
の
適
切
な
管
理
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
管
理
不
全
空
家
等
か
否
か
に
関
係
な
く
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。相
続
放
棄
さ
れ
て
い
た
り
、

所
有
者
が
不
明
で
あ
る
空
家
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
管
理
不
全
空
家
等

と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
た
め
、早
期
に
こ
れ
ら
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

そ
の
ほ
か
、
空
家
等
の
所
有
者
等
の
認
知
能
力
等
が
十
分
で
な
く
、
適
切
な
管
理
等
が
期
待
で
き
な
い
場

合
に
は
、
本
人
の
福
祉
を
図
る
観
点
か
ら
市
町
村
内
の
福
祉
部
局
と
も
連
携
し
て
、
民
法
の
成
年
後
見
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
ほ
か
、
空
家
等
の
所
有
者
等
の
認
知
能
力
等
が
十
分
で
な
く
、
適
切
な
管
理
等
が
期
待
で
き
な
い
場

合
に
は
、
本
人
の
福
祉
を
図
る
観
点
か
ら
市
町
村
内
の
福
祉
部
局
と
も
連
携
し
て
、
民
法
の
成
年
後
見
制
度

を
活
用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
管
理
不
全
空
家
等
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
参
考
と
な
る
基
準
や
、
指
導
、
勧
告
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
別
途
定
め
て
い
る
。

な
お
、
管
理
不
全
空
家
等
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
参
考
と
な
る
基
準
や
、
指
導
、
勧
告
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
別
途
定
め
て
い
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

空
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施
に
必
要
な
財
政
上
・
税
制
上
の
措
置

９

空
家
等
に
関
す
る
対
策
の
実
施
に
必
要
な
財
政
上
・
税
制
上
の
措
置

（
略
）

（
略
）

税
制
上
の
措
置

税
制
上
の
措
置

（
略
）

（
略
）

空
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の
税
制
上
の
特
例
措
置
（
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
特
例
）

空
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
の
税
制
上
の
特
例
措
置
（
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
特
例
）

令
和
六
年
に
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
空
き
家
所
有
者
実
態
調
査（
令
和
七
年
八
月
二
十
九
日
公
表
）

に
よ
れ
ば
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
空
家（
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
お
け
る「
賃

貸
・
売
却
用
及
び
二
次
的
住
宅
を
除
く
空
き
家
」
に
該
当
す
る
空
家
）
の
約
七
十
％
は
旧
耐
震
基
準
の

下
で
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
令
和
五
年
に
お
け
る
住
宅
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
の
推
計
値
と

し
て
国
土
交
通
省
が
令
和
七
年
二
月
に
公
表
し
た
数
値
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
空
家
の
う
ち
約

四
十
八
％
が
耐
震
性
の
な
い
建
築
物
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
上
述
の
令
和
六
年
空
き

家
所
有
者
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
居
住
用
家
屋
が
空
家
と
な
る
最
大
の
契
機
が
相
続
時
で
あ
る
こ
と
も

判
明
し
て
い
る
。

令
和
元
年
に
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
空
家
所
有
者
実
態
調
査
（
令
和
二
年
十
二
月
十
六
日
公
表
）

に
よ
れ
ば
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
得
る
空
家（
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
お
け
る「
そ

の
他
の
住
宅
」
に
該
当
す
る
空
家
）の
約
七
十
八
％
は
旧
耐
震
基
準
の
下
で
建
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

ま
た
平
成
三
十
年
に
お
け
る
住
宅
の
耐
震
化
の
進
捗
状
況
の
推
計
値
と
し
て
国
土
交
通
省
が
令
和
二
年

五
月
に
公
表
し
た
数
値
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
空
家
の
う
ち
約
五
十
三
％
が
耐
震
性
の
な
い
建

築
物
で
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
上
述
の
令
和
元
年
空
家
所
有
者
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、

居
住
用
家
屋
が
空
家
と
な
る
最
大
の
契
機
が
相
続
時
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
空
家
が
放
置
さ
れ
、
そ
の
結
果
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
空
家
の
最
大
の
発
生
要
因
で
あ
る
相
続
に
由
来
す
る
古
い
家

屋
及
び
そ
の
敷
地
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
空
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
租
税
特
別
措
置

法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
等
に
お
い
て
、税
制
上
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る（
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
創
設
）。
具
体
的
に
は
、
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
被
相
続
人
の
居
住
の

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、
空
家
が
放
置
さ
れ
、
そ
の
結
果
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
空
家
の
最
大
の
発
生
要
因
で
あ
る
相
続
に
由
来
す
る
古
い
家

屋
及
び
そ
の
敷
地
の
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
空
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
た
め
、
租
税
特
別
措
置

法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
等
に
お
い
て
、税
制
上
の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る（
平

成
二
十
八
年
四
月
一
日
創
設
）。
具
体
的
に
は
、
相
続
の
開
始
の
直
前
に
お
い
て
被
相
続
人
の
居
住
の

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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